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非難の倫理学は何を説明しようとしているのか
ればならない，というものである。また，誰かがうまくいった時には喜んであげる，うま
くいかない時には残念に思い，決して喜んではいけないといった態度もこれに含まれてい
る32．
道徳関係の大きな（そして問題とされる）特徴は，それがすべての理性的行為者に普遍
的だという点である。その結果，友情などの他の関係と異なり，われわれは道徳関係から
逃れることができない。「どのような態度をその人が取ろうとも，またどれだけ悪い仕方で
振る舞おうとも，われわれはなおその人と道徳関係にある」とスキヤンロンは主張する33．
道徳の要求は，相手の悪い振る舞いや，道卿勺要求の軽視にかかわらず，その人が理性的
生き物である限り適用される34.
とはいえ，まったくの他人が自らに危害を加えた場合，その人に対して変わらず同じよ
うに接することをスキャンロンの道徳関係は要求しない｡｢ある人の道卿勺に問題ある態度
と行動は，それまで前提されていた信頼を差し控えたり，連帯のある友情のような，信頼
を要求する関係を結ぶ意図をさし控える理由を与えることがある」35．また，態度の変化
も正当化されうる。相手の態度や行動が悪い場合には，共感の欠如，すなわちその人の成
功を喜ばず，挫折を残念に思わないといった態度がわれわれには許されるようになる36.
以上がスキャンロンの道徳関係の概略である。
これに対して，シアは「謝丁と関係：見知らぬ他人問題」において，スキャンロンの関
係性理論を批判している。そこで検討されるのは，「関係性理論において，見知らぬ他人に
対する非難は意味を持ちうるか」という問題である。シアは関係性理論の代表としてスキ
ャンロンをとりあげつつ，スキャンロンの理論では見知らぬ人から危害を受けた際に，そ
の人を非難する意味が担保できない，もしくは担保できるとしても，それは関係に外在的
な要素によってなされる，と結論する。
シアの分析によれば，スキャンロンの道徳関係には二つの種類の意図と傾向性の組み合
わせがある37．ひとつは道卿勺な人と形成する関係である。すなわち，道徳の要求を理解
して原則を遵守する意図をもち，他者の行為に対して共感的な傾向性を示す「理性的な仲
間」同士が形成する関係である。これらの意図と傾向性には相互性が存在し，それゆえに
道徳の関係の構成的な意図と態度だと言うことができる。具伽勺には，危害を加えないよ
う気をつける，容易にできるなら助けてあげる，そして嘘をついたり操作したりしないと
いった意図，およびいいことがあったら喜ぶ傾向性がこれにあたる38。
もうひとつは謝了を働いた人に対する関係で，そこではこの種の意図と傾向性が差し控
えられる一方で，「殺されない｣，「極度に困ったときに助ける｣，「約束を守る」といった意
図は変わらず責務として保存される39°これらの責務は相互性のない人に対しても妥当す
るとされている。したがって，関係そのものの理解によって，言い換えるなら自分がどの
ような意図と態度の期待に答えればその関係のメンバーと認められるのかを知ることによ
っては，関係のもつ道卿勺要求を知ることはできない。この点がシアの指摘するスキャン
ロン説の難点である。悪行を働いた（特に）見知らぬ他人への道卿勺要求は相互性のある
－9－





